
頌
徳
碑
に
つ
い
て

一
、
宮
良
長
重
（
一
六
一
七
〜
九
三
年
）

宮
良
川
は
、
於
茂
登
岳
に
源
を
も
ち
、
宮
良
湾
に
注
ぐ
全
長
十
二
キ
ロ
に
及
び
石
垣
島
最
大
の
長
さ
を
も
つ
河
川
で
あ
る
。
橋
が
な
い
た

め
に
交
通
事
故
が
頻
発
し
幾
多
の
人
命
を
失
っ
た
惨
状
報
告
や
架
橋
陳
情
な
ど
が
度
々
あ
っ
た
。
当
時
八
重
山
の
宮
良
間
切
の
頭
職
に
あ
っ

た
山
陽
氏
二
世
宮
良
親
雲
上
長
重
は
琉
球
王
国
の
許
可
を
え
て
、
石
垣
島
の
交
通
網
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
、
西
は
名
蔵
や
川
平
方
面
へ

の
往
還
道
路
と
し
て
川
良
山
道
の
道
路
を
開
通
し
た
。
東
部
の
幹
線
道
路
と
し
て
宮
良
、
白
保
、
北
部
の
平
久
保
へ
の
往
還
の
た
め
に
私
財

を
投
じ
、
交
通
要
衝
で
あ
る
宮
良
川
の
架
橋
工
事
を
竣
工
し
た
。

一
六
五
八
年
、
長
さ
八
十
尋
（
一
四
五
米
）、
巾
三
尋
（
五
・
五
米
）、
高
さ
三
尋
（
五
・
五
米
）
の
木
橋
が
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
石

垣
島
の
交
通
網
は
四
カ
村
の
八
重
山
蔵
元
を
中
心
に
東
西
及
び
北
部
地
区
が
結
ば
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
木
橋
下
は
重
し
と
し
て
畳
石
が
な

か
っ
た
の
で
、
襲
来
し
た
台
風
な
ど
で
水
底
が
流
さ
れ
て
崩
れ
さ
り
、
幾
度
と
な
い
修
復
工
事
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
一
七
〇
四
年
、
銘
可

路
親
雲
上
の
在
番
の
時
、
再
度
架
橋
工
事
を
行
い
、
橋
下
に
大
石
を
敷
き
詰
め
て
基
礎
を
堅
固
に
し
た
上
に
碑
文
を
立
て
て
そ
の
由
来
を
明

ら
か
に
し
た
。

こ
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
碑
文
の
写
し
が
八
重
山
学
研
究
の
父
・

『
新
訂
増
補
　
八
重
山
歴
史
』（
一
九
七
五
年
／
国
書
刊

行
会
）
の
「
第
一
節
　
宮
良
川
の
架
橋
と
頌
徳
碑
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
一
部
行
替
え
の
処
理

を
し
た
）。
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１
　
宮
良
川
架
橋
の
石
碑
の
原
文
と
要
約

【
原
文
】

覚
宮
良
橋
、
順
治
十
五
戍
年
前
宮
良
親
雲
上
長
重
琉
球
奉
訟
掛
渡
然
処
、
橋
下

依
無
畳
石
、
湖
水
底
砂
突
流
幾
度
崩
修
補
不
達
中
絶
依
之
奉
再
訟
、
橋
下
地
方

大
石
敷
畳
積
立
掛
渡
、
向
後
畳
石
不
可
取
除
者
也

大
清
康
煕
四
十
三
年
甲
申
十
一
月
三
十
日

頭
　
　
　
石
垣
親
雲
上
秀
能

宮
良
親
雲
上
宗
春

大
浜
親
雲
上
安
清

在
番
筆
者

伊
江
大
城
筑
登
之
親
雲
上
全
雅

珠
数
筑
登
之
親
雲
上
宜
精

在
番
　
　
銘
可
路
親
雲
上
全
般

【
要
約
】

覚

二世宮良長重・仲尾次政隆の頌徳碑と現在の宮良橋
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宮
良
橋
は
順
治
十
五
戍
（
一
六
五
八
）
年
に
前
宮
良
親
雲
上
長
重
が
琉
球
に
訴
え
て
架
橋
し
た
が
、
橋
下
に
畳
石
が
な
く
、
何
度
か
崩
壊

し
修
理
、
再
び
訴
え
て
、
橋
下
に
大
石
を
掛
け
渡
し
、
今
後
は
畳
石
を
取
り
除
か
な
い
こ
と
。

大
清
康
煕
四
十
三
（
一
七
〇
四
）
年
甲
申
十
一
月
三
十
日

頭
　
　
　
石
垣
親
雲
上
秀
能
（
嘉
善
氏
八
世
石
垣
親
雲
上
永
恒
・
一
六
五
七
〜
一
七
一
四
年
）

宮
良
親
雲
上
宗
春
（
梅
公
氏
二
世
宮
良
親
雲
上
孫
春
・
一
六
五
三
〜
一
七
〇
九
年
）

大
浜
親
雲
上
安
清
（
毛
裔
氏
三
世
大
浜
親
雲
上
安
維
・
一
六
四
八
〜
一
七
〇
六
年
）

在
番
筆
者

伊
江
大
城
筑
登
之
親
雲
上
全
雅

珠
数
筑
登
之
親
雲
上
宜
精

在
番
　
　
銘
可
路
親
雲
上
全
般

２
　
宮
良
長
重
の
頌
徳
碑
文
の
原
文
と
要
約

【
原
文
】

夫
宮
良
川
ハ
産
業
交
通
ノ
要
衝
ニ
当
レ
ル
ガ
、
橋
梁
ノ
架
設
ナ
キ
タ
メ
交
通
事
故
ヲ
頻
発
シ
、
剰
サ
へ
幾
多
ノ
尊
キ
生
霊
ヲ
失
フ
ノ
惨
劇

ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
。

山
陽
姓
第
二
世
ノ
偉
人
頭
宮
良
親
雲
上
長
重
翁
ハ
此
ノ
災
厄
ヲ
痛
感
哀
惹
シ
、
衆
生
済
度
ノ
本
願
ヲ
立
テ
、
尚
質
王
世
代
明
暦
三
丁
酉
年

ニ
上
国
シ
架
橋
請
願
ノ
免
許
ヲ
得
、
翌
万
治
元
戊
戌
年
、
私
財
ヲ
投
シ
万
難
ヲ
排
シ
茲
ニ
長
サ
八
十
尋
、
巾
三
尋
、
高
三
尋
の
大
土
木
工
事
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ヲ
竣
工
セ
リ
。
之
レ
宮
良
川
ニ
於
ケ
ル
橋
梁
架
設
ノ
創
業
ニ
シ
テ
八
重
山
架
橋
工
事
ノ
権
輿
タ
リ
。

翁
ノ
偉
業
ニ
ヨ
リ
交
通
土
木
史
上
ニ
画
期
的
記
録
ヲ
作
リ
、
交
通
産
業
上
稗
益
ス
ル
所
甚
大
ナ
リ
シ
ガ

々
風
禍
ニ
遭
ヒ
被
損
セ
シ
ヲ

以
ッ
テ
宝
永
元
甲
申
年
、
銘
可
路
在
番
ノ
時
橋
底
ニ
巨
石
ヲ
敷
設
シ
テ
基
礎
ヲ
一
層
鞏
固
ニ
シ
碑
文
ヲ
創
建
シ
以
ッ
テ
由
来
ヲ
闡
明
セ
リ
。

而
シ
テ
架
橋
後
百
十
三
年
ノ
長
キ
星
霜
ヲ
閲
シ
来
タ
リ
ニ
適
明
和
八
年
ノ
大
津
浪
ニ
崩
潰
セ
ラ
レ
赫
々
タ
ル
翁
ノ
大
勲
偉
績
ハ
、
絢
爛
タ

ル
八
重
山
ノ
文
化
ト
共
ニ
、
烏
有
ニ
帰
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

然
シ
テ
自
然
ノ
威
力
ニ
苛
噴
サ
レ
シ
島
民
ハ
疲
弊
困
憊
ニ
陥
リ
災
害
復
興
ニ
余
力
ナ
ク
荏
再マ
マ

九
十
年
ノ
長
キ
才
月
ヲ
徒
費
ス
ル
ノ
止
ム
ナ

キ
ニ
至
レ
リ
。

翁
ハ
名
門
ニ
生
レ
、
正
保
四
丁
亥
年
宮
良
頭
に
叙
セ
ラ
レ
一
意
専
心
島
治
ニ
鞅
掌
シ
余
暇
土
木
工
事
ト
闘
ヒ
、
大
念
仏
具
ヲ
備
ヘ
、
念
仏

講
ヲ
始
メ
テ
設
ケ
諸
儀
式
並
ニ
葬
祭
ノ
法
式
ヲ
教
ヘ
、
百
姓
ヘ
霊
牌
ヲ
安
置
セ
シ
メ
、
風
俗
ヲ
御
国
元
風
ニ
矯
シ
、
星
見
石
ヲ
各
村
ニ
創
設

シ
テ
、
稲
ノ
播
種
期
ヲ
一
定
シ
、
用
水
池
ヲ
要
処
ニ
堀
ラ
シ
メ
以
ッ
テ
農
村
振
興
ニ
没
頭
ス
ル
等
一
生
ヲ
社
会
奉
仕
ニ
捧
ゲ
テ
職
ニ
殉
シ
タ

ル
高
士
ナ
リ
。

仲
尾
次
政
隆
翁
ハ
文
化
七
庚
午
年
那
覇
泉
崎
ノ
素
封
家
ニ
生
ル
。
大
宗
ハ
大
和
血
統
ニ
シ
テ
翁
ハ
其
後
胤
ナ
リ
。
翁
教
界
ノ
偉
人
ト
讃
仰

サ
レ
シ
趣
味
ノ
人
ナ
リ
。

翁
ハ
天
保
六
年
那
覇
筆
者
ヲ
筆
頭
ニ
冠
船
寄
筆
者
、
御
具
兵
当
、
大
和
横
目
、
那
覇
総
横
目
ト
仕
官
サ
レ
、
今
帰
仁
間
切
中
城
地
頭
ノ
重

任
ヲ
負
ヒ
、
前
途
ヲ
翅
望
サ
レ
ツ
ツ
、
不
運
ニ
モ
法
難
ニ
遭
ヒ
、
安
政
二
年
八
重
山
ヘ
遠
島
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
、
従
容
ト
シ
テ
師
教
ノ
恩
致

ヲ
感
謝
シ
ツ
ツ
、
翌
三
年
配
所
ノ
真
栄
里
村
ニ
寓
居
セ
リ
。

曩
キ
ニ
天
変
地
異
ノ
惨
禍
ニ
遇
ヒ
シ
、
島
民
ハ
塗
炭
ノ
苦
ヲ
未
ダ
ニ
脱
シ
得
ズ
。
従
ッ
テ
、
宮
良
橋
モ
再
建
復
興
ニ
余
裕
ナ
ク
哀
レ
昔
日

ノ
憂
ヲ
繰
返
ス
逆
境
ニ
立
チ
至
レ
リ
。
斯
ノ
如
ク
凄
愴
タ
ル
災
殃
ニ
憤
激
セ
ル
翁
ハ
敢
然
ト
救
済
ノ
発
願
ヲ
致
シ
、
身
ヲ
犠
牲
ニ
シ
家
貲
ヲ
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投
シ
テ
、
橋
梁
再
建
ニ
邁
進
セ
リ
。
万
延
元
庚
申
年
竣
工
セ
ル
橋
ハ
襲
来
セ
ル
台
風
ニ
破
壊
サ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
再
度
巨
費
を
投
シ
勇
ヲ
鼓

シ
テ
翌
文
久
元
年
修
復
工
事
ヲ
断
行
シ
、
為
ニ
其
ノ
英
姿
ノ
偉
観
ヲ
再
現
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

翁
ノ
誓
願
成
就
ニ
多
大
ノ
犠
牲
ヲ
払
ヒ
以
テ
貢
献
セ
ル
普
請
係
筆
者
ノ
瀬
名
波
仁
屋
、
宮
良
仁
屋
、
与
那
覇
仁
屋
、
石
垣
仁
屋
、
田
里
仁

屋
、
同
係
役
ノ
花
城
与
人
、
真
謝
与
人
等
ハ
翁
ノ
偉
業
完
成
ニ
与
ツ
テ
力
ア
リ
シ
大
恩
人
タ
リ
。

文
久
二
年
万
民
感
謝
報
恩
ノ
結
晶
ハ
赦
免
請
願
書
の
申
請
ト
ナ
リ
、
翁
ノ
大
心
願
ハ
酬
イ
ラ
レ
テ
、
王
朝
ノ
特
赦
ヲ
蒙
リ
、
慶
応
元
年
配

所
ノ
八
重
山
ヲ
辞
シ
十
年
振
リ
再
ビ
墳
墓
ノ
地
ヲ
踏
ム
、
法
悦
ヲ
得
タ
リ
。

無
位
無
冠
ノ
翁
ハ
帰
郷
後
再
ビ
仕
官
サ
レ
、
親
雲
上
ノ
重
職
ニ
陞
叙
セ
ラ
レ
、
余
命
ヲ
国
家
ニ
捧
ゲ
、
明
治
四
年
六
十
二
才
ヲ
一
期
ト
シ

テ
此
世
ヲ
辞
セ
リ
。
噫
天
爵
ニ
超
越
精
進
セ
ル
両
翁
へ
宗
教
的
ニ
ハ
同
宗
ノ
念
仏
宗
ニ
帰
依
シ
其
ノ
偉
業
ハ
軌
道
ヲ
一
ニ
シ
、
以
テ
其
ノ
高

潔
ナ
ル
人
格
豪
邁
ナ
ル
識
見
大
慈
大
悲
ノ
鴻
業
ハ
宮
良
原
頭
ニ
光
輝
ヲ
放
チ
、
永
劫
ニ
燦
然
タ
リ
。
斯
ノ
如
ク
讃
仰
ト
礼
讃
ヲ
浴
ビ
シ
両
翁

ノ
偉
徳
ハ
後
昆
ノ
亀
鑑
ト
ナ
リ
、
無
言
ノ
教
育
者
ト
欽
仰
シ
テ
惜
カ
サ
ル
所
以
也
。

茲
ニ
碑
ヲ
建
テ
以
テ
其
ノ
高
徳
ヲ
頌
ス
。

現
鉄
筋
混
凝
土
ノ
橋
梁
ハ
花
城
直
俊
氏
ノ
大
浜
村
長
時
代
ニ
創
建
セ
シ
大
事
業
ニ
シ
テ
、
昭
和
七
年
九
月
一
日
起
工
、
同
八
年
三
月
三
十

一
日
竣
工
、
月
ヲ
閲
ス
ル
六
ケ
月
、
国
庫
ノ
補
助
ヲ
費
ス
コ
ト
一
万
五
千
五
百
五
十
九
円
、
村
民
ノ
労
力
奉
仕
ヲ
仰
グ
コ
ト
三
千
二
百
二
十

一
圓
、
延
人
員
六
千
四
百
四
十
二
人
、
実
質
ノ
堅
牢
ト
結
構
ノ
壮
麗
ハ
真
ニ
本
村
ノ
一
美
観
ヲ
添
エ
永
ク
昭
和
時
代
ノ
記
念
タ
ル
ベ
キ
也
。

皇
紀
二
五
九
五
年
昭
和
十
年
歳
次
乙
亥
八
月
穀
旦
嘉
善
姓
、

戴
長
姓
、
大
浜
景
貞
喜
寿
之
書

山
陽
姓
一
門
総
代
、
宮
良
長
詳
、
渡
久
山
長
善
、
真
宗
僧
呂マ
マ

、
藤
井
深
遠
、
題
字
揮
毫
大
谷
尊
由
師
。
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【
要
約
】

宮
良
川
は
産
業
交
通
の
重
要
な
場
所
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
橋
が
な
い
た
め
に
交
通
事
故
が
頻
発
し
て
、
加
え
て
多
く
の
尊
い
生
命
を
失

う
惨
劇
を
見
る
よ
う
に
至
っ
て
い
る
。

山
陽
姓
二
世
の
偉
人
・
頭
宮
良
親
雲
上
長
重
（
一
六
一
七
〜
九
三
年
）
翁
は
こ
の
災
い
を
痛
感
悲
し
み
、
衆
生
済
度
（
迷
っ
て
い
る
人
を

救
う
こ
と
）
の
本
願
を
立
て
、
尚
質
王
の
代
（
一
六
四
八
〜
〜
六
八
年
）
一
六
五
七
年
に
上
国
し
、
橋
を
架
け
る
請
願
の
許
可
を
得
て
、
翌

一
六
五
八
年
、
私
財
を
投
じ
て
万
難
を
排
し
て
こ
こ
に
長
さ
八
十
尋
、
巾
三
尋
、
高
三
尋
の
大
土
木
工
事
を
竣
工
し
た
。
こ
れ
が
宮
良
川
に

お
け
る
橋
梁
建
設
の
創
業
で
あ
り
、
八
重
山
の
架
橋
工
事
の
始
ま
り
で
あ
る
。

（
長
重
）
翁
の
偉
業
に
よ
っ
て
交
通
土
木
史
上
に
画
期
的
な
記
録
を
作
り
、
交
通
産
業
上
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
多
大
で
あ
っ
た
が
、
し

ば
し
ば
災
害
に
遭
い
損
壊
し
そ
れ
に
よ
っ
て
一
七
〇
四
年
、
銘
可
路
在
番
の
時
橋
の
底
に
巨
大
な
石
を
敷
い
て
基
礎
を
一
層
強
固
に
し
、
碑

文
を
建
て
て
由
来
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
る
に
架
橋
の
後
百
十
三
年
の
長
き
年
月
を
過
ご
し
て
来
た
が
、
一
七
七
一
年
大
津
波
に
よ
っ
て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
名
声
あ
る

翁
の
大
勲
偉
績
は
、
き
ら
び
や
か
な
八
重
山
の
文
化
と
と
も
に
、
何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
自
然
の
威
力
に
激
し
く
噴
き
出
さ
れ
、
島
民
は
疲
弊
し
く
た
び
れ
災
害
の
復
興
に
余
力
が
な
く
九
十
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
無

駄
に
し
、
や
む
を
得
な
い
ま
ま
至
っ
て
い
る
。

翁
は
名
門
に
生
ま
れ
、
一
六
四
七
年
宮
良
頭
に
任
じ
ら
れ
島
を
治
め
る
こ
と
だ
け
を
熱
心
に
行
い
、
衣
服
の
乱
れ
も
気
に
せ
ず
土
木
工
事

と
闘
い
、
大
念
仏
具
を
備
え
、
念
仏
講
（
念
仏
宗
）
を
始
め
て
設
け
い
ろ
い
ろ
な
儀
式
や
葬
祭
の
法
式
を
教
え
、
百
姓
へ
霊
牌
（
位
牌
）
を

安
置
さ
せ
て
、
風
俗
を
お
国
元
風
に
正
し
、
星
見
石
（
観
測
用
の
石
）
を
各
村
に
立
て
て
、
稲
の
蒔
き
付
け
の
時
期
を
一
定
し
、
貯
水
池
を

要
所
に
堀
ら
せ
こ
れ
に
よ
っ
て
農
村
の
振
興
に
没
頭
す
る
な
ど
、
一
生
を
社
会
奉
仕
に
捧
げ
て
職
務
に
没
頭
し
た
立
派
な
人
で
あ
る
。
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仲
尾
次
政
隆
翁
は
一
八
一
〇
年
に
那
覇
泉
崎
の
素
封
家
に
生
ま
れ
る
。
先
祖
は
大
和
の
血
統
で
、
翁
は
そ
の
子
孫
で
あ
る
。
翁
は
宗
教
界

の
偉
人
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
趣
味
の
人
で
あ
る
。

翁
は
一
八
三
五
年
の
那
覇
筆
者
を
筆
頭
に
冠
船
寄
筆
者
、
御
具
兵
当
、
大
和
横
目
、
那
覇
総
横
目
と
仕
官
さ
れ
、
今
帰
仁
間
切
中
城
地
頭

の
重
任
を
負
い
、
前
途
を
切
望
さ
れ
な
が
ら
、
不
運
に
も
法
難
に
遭
い
、
一
八
五
五
年
に
八
重
山
へ
遠
島
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
落
ち
着
い
て

師
の
教
え
恩
を
感
謝
し
つ
つ
、
翌
一
八
五
六
年
に
流
刑
地
の
真
栄
里
村
に
仮
住
ま
い
し
た
。

以
前
に
天
変
地
異
の
災
い
に
遭
っ
て
、
島
民
は
非
常
な
苦
し
み
を
い
ま
だ
に
脱
け
出
せ
な
い
で
い
る
。
従
っ
て
、
宮
良
橋
も
再
建
復
興
の

余
裕
も
な
く
、
残
念
な
が
ら
昔
の
心
配
を
繰
り
返
す
逆
境
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
災
い
に
憤
激
し
た
翁
は
敢
然
と
救

済
の
願
い
を
立
て
、
身
を
犠
牲
に
し
て
財
産
を
投
じ
て
、
橋
の
再
建
に
突
き
進
ん
だ
。
一
八
六
〇
年
に
竣
工
し
た
橋
は
襲
来
し
た
台
風
に
破

壊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
巨
費
を
投
じ
て
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
翌
一
八
六
一
年
に
修
復
工
事
を
断
行
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
立
派

な
姿
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

翁
の
誓
願
と
成
功
で
多
大
の
犠
牲
を
払
い
、
よ
っ
て
貢
献
し
た
普
請
係
筆
者
の
瀬
名
波
仁
屋
、
宮
良
仁
屋
、
与
那
覇
仁
屋
、
石
垣
仁
屋
、

田
里
仁
屋
、
同
係
役
の
花
城
与
人
、
真
謝
与
人
ら
は
先
生
の
偉
業
完
成
に
か
か
わ
っ
て
力
が
あ
っ
た
大
恩
人
で
あ
る
。

一
八
六
二
年
に
万
民
が
感
謝
し
恩
に
報
い
た
結
晶
は
、
赦
免
請
願
書
の
申
請
と
な
っ
て
仲
尾
次
翁
の
大
心
願
い
は
報
わ
れ
て
、
王
朝
の
特

赦
を
い
た
だ
き
、
一
八
六
五
年
に
流
刑
地
の
八
重
山
を
辞
し
て
十
年
ぶ
り
に
再
び
故
郷
の
地
を
踏
む
悦
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

無
位
無
冠
の
仲
尾
次
翁
は
帰
郷
後
再
び
官
に
仕
え
、
親
雲
上
の
重
職
に
昇
進
し
、
余
命
を
国
家
に
捧
げ
、
一
八
七
一
年
に
六
十
二
才
を
生

涯
と
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
。
あ
あ
、
天
爵
に
超
越
し
て
精
進
し
た
両
長
重
翁
・
仲
尾
次
翁
へ
宗
教
的
に
は
同
宗
の
念
仏
宗
に
帰
依
し
、
そ

の
偉
業
は
道
筋
を
一
つ
に
し
て
、
も
っ
て
そ
の
高
潔
で
人
格
が
優
れ
て
識
見
が
あ
り
、
大
慈
大
悲
の
大
き
な
事
業
は
宮
良
の
土
地
の
頂
き
に

輝
き
を
放
ち
、
永
久
に
き
ら
め
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
尊
敬
と
礼
讃
を
浴
び
た
両
長
重
翁
・
仲
尾
次
翁
の
優
れ
た
徳
は
後
の
世
の
人
の
手

420



本
と
な
り
、
無
言
の
教
育
者
と
尊
び
敬
い
大
切
に
す
る
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
碑
を
建
て
て
そ
の
高
徳
を
称
え
る
。

現
在
の
鉄
筋
の
強
固
な
橋
は
花
城
直
俊
氏
の
大
浜
村
長
時
代
に
創
建
し
た
大
事
業
で
、
一
九
三
七
年
九
月
一
日
起
工
、
同
三
八
年
三
月
三

十
一
日
竣
工
、
時
が
過
ぎ
る
こ
と
六
カ
月
、
国
庫
の
補
助
を
費
す
こ
と
一
万
五
千
五
百
十
九
円
、
村
民
の
労
力
奉
仕
を
仰
ぐ
こ
と
三
千
二
百

二
十
一
円
、
延
べ
人
員
六
千
四
百
四
十
二
人
、
実
質
の
堅
牢
と
優
れ
た
姿
は
真
に
本
村
の
一
美
観
を
添
え
永
く
昭
和
時
代
の
記
念
で
あ
る
。

宮
良
橋
の
歌

宮
良
橋
に
つ
い
て
は
、
宮
良
長
重
の
子
孫
で
近
代
音
楽
家
の
山
陽
氏
十
世
宮
良
長
包
（
一
八
八
三
〜
一
九
三
九
年
）
が
大
浜
信
光
作
詞
の

宮
良
橋
を
作
曲
し
て
い
る
。

三
木
健
著
『
宮
良
長
包
の
世
界
』（
二
〇
〇
四
年
／
南
山
舎
）
の
「
大
浜
信
光
作
詞
に
長
包
が
作
曲
」
の
項
に
「
宮
良
橋
の
歌
」
の
歌
詞

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
良
橋
の
歌

大
浜
信
光
作
詞
・
宮
良
長
包
作
曲

一
、
見
た
か
宮
良
の
大
橋
を

ひ
る
ぎ
に
風
も
そ
よ
そ
よ
と

吹
い
て
涼
し
い
　
川
の
上

今
じ
ゃ
見
事
な
橋
な
れ
ど
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今
じ
ゃ
見
事
な
橋
な
れ
ど

二
、
橋
の
な
い
な
い
そ
の
昔

三
百
年
の
そ
の
昔

川
の
流
れ
に
　
泣
き
ぬ
れ
た

多
く
の
人
を
思
い
や
り

多
く
の
人
を
思
い
や
り

三
、
石
を
積
み
上
げ
　
八
十
尋
の

情
の
橋
を
か
け
渡
し

黄
金
の
橋
を
　
か
け
渡
す

山
陽
二
世
の
宮
良
翁

山
陽
二
世
の
長
重
翁

四
、
出
水
台
風
　
い
く
た
び
も

あ
れ
て
流
れ
た
宮
良
橋

配
所
の
月
を
眺
め
つ
つ

つ
く
ろ
い
か
け
た
仲
尾
次
翁
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衆
生
済
度
の
仲
尾
次
翁

五
、
忘
れ
ま
い
ぞ
よ
　
大
橋
に

朝
陽
夕
陽
が
き
ら
き
ら
と

往
来
の
人
に
照
り
は
え
て

仲
尾
次
宮
良
の
名
が
光
る

仲
尾
次
宮
良
の
名
が
光
る

二
、
宮
平
長
延
の
頌
徳
碑
文
の
原
文
と
要
約

頌
徳
碑
の
碑
文
が
宮
良
長
詳
『
川
良
山
大
浜
の
主
宮
平
長
延
翁
』（
一
九
五
二
年
／
自
費
出
版
）
や

『
新
訂
増
補
　
八
重

山
歴
史
』（
一
九
七
五
年
／
国
書
刊
行
会
）
の
「
第
十
二
章
林
制
」
の
項
に
「
宮
平
長
延
翁
頌
徳
碑
文
」
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

（
要
約
の
か
っ
こ
内
は
筆
者
の
加
筆
、
一
部
行
替
え
の
処
理
を
し
た
）。

【
原
文
】

宮
平
長
延

（
一
九
五
二
年
八
月
十
日
、
八
重
山
の
蔡
温
と
仰
が
れ
た
林
政
林
業
治
水
土
木
の
大
恩
人
で
あ
る
宮
平
長
延
翁
の
高
徳
を
頌
す
る
た
め
に
、

宮
良
長
詳
氏
外
二
百
四
十
余
人
の
山
陽
姓
が
、
川
良
山
の
入
口
に
翁
の
頌
徳
碑
を
建
立
し
て
除
幕
式
を
挙
行
し
た
。）

423 第3章　山陽姓一門の人々



四世宮平長延翁の頌徳碑の除幕式に集まった山陽姓一門の人々（1952年8月10日）（上・下）
写真提供：十三世宮良長和氏
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頌
徳
碑
文

宮
平
長
延
翁
ハ
、
山
陽
姓
第
四
世
ノ
偉
人
ニ
シ
テ
西
暦
一
六
七
四
年
八
月
二
十
日
、
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝
ノ
二
男
ト
シ
テ
誕
生
シ
、
一

七
四
九
年
十
一
月
十
三
日
永
眠
セ
ラ
ル
。
享
年
七
十
六
才
。

翁
ハ
、
天
資
英
邁
、
豪
放
磊
落
、
貧
家
ヨ
リ
身
ヲ
起
シ
、
青
年
時
代
石
垣
頭
ノ
侮
辱
ヲ
受
ケ
テ
発
憤
シ
、
蹶
然
立
ツ
テ
立
身
ノ
方
向
ヲ
替

ヘ
、
首
里
ニ
遊
学
十
年
間
、
苦
労
勉
励
、
其
間
恩
師
ノ
辱
知
ト
、
学
友
ノ
友
愛
ニ
浴
シ
、
以
テ
将
来
ス
ル
有
意
義
ナ
ル
政
治
的
背
景
ヲ
獲
得

セ
リ
。

彼
ハ
螢
雪
ノ
功
空
シ
カ
ラ
ズ
若
文
子
ヨ
リ
黒
島
目
差
ヘ
昇
進
シ
テ
、
錦
衣
帰
郷
更
ニ
脇
筆
者
、
仮
脇
目
差
、
花
城
与
人
、
筑
登
之
座
敷
ト

累
進
シ
、
五
十
三
才
ニ
ハ
、
黒
島
首
里
大
屋
子
ヲ
拝
命
シ
、
黄
冠
御
下
賜
ノ
栄
誉
ヲ
荷
ヒ
、
一
七
三
二
年
五
十
九
才
ノ
時
、
八
重
山
最
高
行

政
官
タ
ル
大
浜
頭
ノ
栄
職
ニ
叙
任
セ
ラ
レ
、
曽
ツ
テ
傲
岸
タ
リ
シ
石
垣
頭
ヲ
シ
テ
愕
然
瞠
若
セ
シ
ム
。

一
七
三
八
年
八
重
山
ノ
林
政
並
ニ
治
水
土
木
工
事
ノ
指
揮
監
督
官
兼
在
番
筆
者
島
袋
里
之
子
親
雲
上
ガ
赴
任
セ
ル
ヲ
幸
ニ
、
翁
ハ
祖
業
ヲ

継
承
ス
ベ
ク
上
国
シ
テ
、
今
帰
仁
按
司
並
ニ
斯
道
ノ
権
威
者
蔡
温
ヨ
リ
林
政
学
ト
治
水
土
木
法
ト
ヲ
学
ビ
、
帰
郷
シ
テ
島
袋
監
督
官
ト
共
ニ

造
林
計
画
ト
村
別
山
境
界
図
面
及
ビ
、
治
水
土
木
工
事
ノ
設
計
図
面
等
ヲ
調
整
シ
杣
山
機
構
ヲ
創
設
シ
テ
、
役
人
ヲ
配
置
シ
、
山
林
原
野
ノ

土
地
測
量
ヲ
完
了
シ
、
林
政
ノ
大
事
業
ニ
百
年
ノ
計
ヲ
樹
テ
、
名
蔵
川
、
白
保
川
、
作
原
川
等
ノ
治
水
土
木
工
事
ヲ
断
行
シ
、
以
テ
水
利
ヲ

ヨ
ク
シ
、
宝
庫
ノ
開
拓
ト
生
産
増
強
ニ
全
魂
ヲ
打
チ
込
ミ
タ
リ
。

然
ル
ニ
此
ノ
難
工
事
ニ
要
ス
ル
夫
役
ハ
既
定
ノ
数
ニ
テ
ハ
目
的
達
成
ノ
不
可
能
ナ
ル
ヲ
知
レ
ル
翁
ハ
、
在
番
監
督
官
ト
協
議
ノ
結
果
、
上

司
ヨ
リ
ノ
認
可
ノ
未
着
前
ニ
、
更
ニ
夫
役
ヲ
増
加
シ
工
事
ヲ
進
行
シ
、
今
日
ノ
良
林
相
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
、
噫
翁
ヲ
讃
ヘ
テ
八
重
山
ノ
蔡
温
ト

称
ス
、
又
故
ア
ル
哉
、
川
良
山
道
ハ
祖
父
長
重
翁
ガ
一
六
四
九
年
頃
、
私
財
ヲ
投
ジ
万
難
ヲ
排
シ
テ
開
通
サ
レ
シ
大
工
事
ニ
シ
テ
、
之
レ
川

良
山
道
ノ
嚆
矢
タ
リ
、
サ
レ
ド
年
月
ノ
流
ト
共
ニ
破
損
甚
シ
ク
通
行
不
能
ナ
リ
シ
タ
メ
翁
ハ
祖
父
ノ
素
志
ヲ
貫
徹
ス
ベ
ク
、
一
七
四
二
年
頃
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此
ノ
山
道
改
修
ノ
大
工
事
ヲ
竣
工
シ
テ
、
通
行
運
輸
ノ
便
ヲ
計
リ
以
テ
今
日
ア
ル
ヲ
得
タ
ル
也
。

一
七
四
五
年
翁
ハ
勲
功
ニ
依
リ
尚
敬
王
ヨ
リ
表
彰
状
並
ニ
賞
品
拝
領
ノ
栄
光
ヲ
得
ラ
レ
一
七
四
六
年
奥
州
漂
流
者
共
ヲ
厚
ク
介
抱
シ
テ
、

無
事
帰
還
セ
シ
メ
タ
ル
故
ニ
、
松
平
陸
奥
守
ヨ
リ
感
謝
状
ト
銀
子
三
枚
ヲ
拝
領
セ
リ
。

翁
ノ
政
治
的
声
望
ニ
対
シ
、
常
ニ
嫉
視
セ
ル
政
敵
等
ハ
翁
ヲ
中
傷
シ
テ
、
遂
ニ
政
治
的
致
命
傷
ヲ
与
ヘ
タ
リ
。

翁
ハ
無
実
ノ
罪
ヲ
負
ハ
レ
、

世
ノ
身
ト
ナ
リ
牢
屋
生
活
中
死
ノ
勝
利
ヲ
頓
悟
締
観
サ
レ
、
無
罪
釈
放
ノ
公
報
到
ル
寸
前
獄
中
ニ
於
テ
、

自
決
セ
ラ
ル
、
噫
痛
マ
シ
キ
哉
、
サ
レ
ド
正
義
ハ
永
遠
ニ
亡
ビ
ス
、
万
古
翁
ノ
血
統
ヲ
汲
ム
子
孫
ヲ
昌
ヘ
シ
メ
以
テ
翁
ノ
遺
烈
顕
彰
セ
シ
ム
、

天
理
ノ
妙
、
運
命
ノ
綾
系
、
凡
智
推
量
ノ
外
ニ
ア
リ
ト
云
ウ
ベ
シ
。

嗚
呼
時
代
ノ
太
陽
ト
讃
仰
サ
レ
シ
翁
ノ
偉
業
ト
高
潔
ナ
ル
人
格
、
高
邁
ナ
ル
具
眠
、
救
世
済
民
ノ
鴻
業
ハ
山
林
治
水
土
木
工
事
ニ
光
芒
陸

離
燦
然
タ
リ
、
翁
ノ
遺
徳
ハ
後
昆
ノ
亀
鑑
ト
欽
仰
シ
テ
惜
カ
サ
ル
所
以
ナ
リ
、
茲
ニ
山
陽
姓
一
門
碑
ヲ
建
テ
以
テ
其
ノ
高
徳
ヲ
欽
ス
。

一
九
五
一
年
昭
和
二
十
六
年

碑
文
起
草
者
　
　
　

碑
文
謹
書
者
　
　
　
宮
良
保
備

世
話
人
　
　
　
　
　
宮
良
高
伴

彫
刻
者
　
　
　
　
　
土
持
光
雄

建
設
責
任
者
　
　
　
宮
良
長
詳

工
事
設
計
監
督
者
　
森
田
茂

工
事
施
工
者
　
　
　
花
城
善
著
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【
要
約
】

宮
平
長
延
翁
は
、
山
陽
氏
四
世
の
偉
人
で
一
六
七
四
年
八
月
二
十
日
、
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝
（
一
六
四
五
〜
八
六
年
）
の
二
男
と
し
て

誕
生
し
、
一
七
四
九
年
十
一
月
十
三
日
に
永
眠
さ
れ
た
。
享
年
は
七
十
六
才
。

翁
は
、
生
ま
れ
つ
き
優
れ
、
気
持
ち
が
大
き
く
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
貧
し
い
家
か
ら
身
を
起
こ
し
、
青
年
時
代
に
石
垣
頭
の
侮
辱
を
受

け
て
発
奮
し
、
決
然
と
立
身
す
る
方
向
を
変
え
て
、
首
里
に
遊
学
し
て
十
年
間
、
苦
労
し
て
学
問
に
励
み
、
そ
の
間
に
恩
師
と
知
り
合
い
、

学
友
の
情
を
浴
し
て
、
よ
っ
て
行
く
末
が
意
義
が
あ
り
政
治
的
な
背
景
を
獲
得
し
た
。

彼
は
苦
労
し
て
学
問
に
励
ん
だ
結
果
、
若
文
子
よ
り
（
一
七
〇
三
年
任
）
黒
島
目
差
へ
昇
進
し
て
、
故
郷
に
錦
を
飾
り
さ
ら
に
脇
筆
者

（
一
七
一
一
年
任
）、
仮
脇
目
差
（
一
七
一
三
年
任
）、
花
城
与
人
、
筑
登
之
座
敷
と
進
み
昇
り
、（
一
七
二
六
年
の
）
五
十
三
才
に
は
、
黒
島

首
里
大
屋
子
を
拝
命
し
、
黄
冠
の
御
下
賜
の
栄
誉
を
受
け
、
一
七
三
二
年
の
五
十
九
才
の
時
、
八
重
山
で
最
高
行
政
官
と
い
う
大
浜
頭
の
栄

職
に
任
じ
ら
れ
、
以
前
の
傲
岸
で
あ
っ
た
石
垣
頭
を
し
て
驚
き
目
を
見
張
ら
せ
た
。

一
七
三
八
年
に
八
重
山
の
林
政
並
び
に
治
水
土
木
工
事
の
指
揮
監
督
官
兼
在
番
筆
者
で
あ
る
島
袋
里
之
子
親
雲
上
が
赴
任
す
る
こ
と
を
幸

い
に
、
翁
は
祖
先
の
始
め
た
事
業
を
継
承
す
る
た
め
上
国
し
て
、
今
帰
仁
按
司
並
び
に
こ
の
道
の
権
威
者
で
あ
る
蔡
温
よ
り
林
政
学
と
治
水

土
木
法
と
を
学
び
、
帰
郷
し
て
島
袋
監
督
官
と
共
に
造
林
計
画
と
村
別
山
境
界
図
面
及
び
、
治
水
土
木
工
事
の
設
計
図
面
等
を
調
整
し
杣
山

機
構
を
創
設
し
て
、
役
人
を
配
置
し
、
山
林
原
野
の
土
地
測
量
を
完
了
し
、
林
政
の
大
事
業
に
百
年
の
計
を
立
て
、
名
蔵
川
、
白
保
川
、
作

原
川
等
の
治
水
土
木
工
事
を
断
行
し
、
も
っ
て
水
利
を
よ
く
し
、
宝
庫
の
開
拓
と
生
産
増
強
に
全
て
の
精
神
を
打
ち
込
ん
だ
。

然
る
に
こ
の
難
工
事
に
必
要
な
夫
役
（
労
力
奉
仕
）
は
己
定
め
の
数
で
は
目
的
の
達
成
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
長
延
翁
は
、

在
番
監
督
官
と
協
議
の
結
果
、
上
司
よ
り
の
認
可
が
着
く
前
に
、
さ
ら
に
夫
役
を
増
加
し
て
工
事
を
進
行
し
、
今
日
の
良
林
相
を
見
る
こ
と

に
至
る
。
あ
あ
長
延
翁
を
讃
え
て
八
重
山
の
蔡
温
と
称
す
る
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
川
良
山
道
は
祖
父
の
長
重
翁
（
一
六
一
七
〜
九
三
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年
）
が
一
六
四
九
年
頃
、
私
財
を
投
じ
て
困
難
に
打
ち
勝
っ
て
開
通
さ
れ
た
大
工
事
で
、
こ
れ
が
川
良
山
道
の
初
め
で
あ
る
。
し
か
し
年
月

の
流
れ
と
と
も
に
道
路
の
破
損
が
甚
し
く
通
行
不
能
に
な
っ
た
た
め
、
翁
は
祖
父
の
元
か
ら
の
志
を
貫
徹
す
る
た
め
、
一
七
四
二
年
頃
こ
の

山
道
改
修
の
大
工
事
を
竣
工
し
て
、
通
行
運
輸
の
便
を
計
り
も
っ
て
今
日
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
七
四
五
年
に
翁
は
勲
功
に
よ
っ
て
尚
敬
王
（
一
七
一
三
〜
五
一
年
在
）
か
ら
表
彰
状
並
び
に
賞
品
拝
領
の
栄
光
を
得
て
一
七
四
六
年
に

奥
州
漂
流
者
た
ち
を
厚
く
介
抱
し
て
、
無
事
に
帰
還
さ
せ
た
た
め
に
、
松
平
陸
奥
守
よ
り
感
謝
状
と
銀
子
三
枚
を
拝
領
さ
れ
た
。

翁
の
政
治
的
な
声
望
に
対
し
て
、
常
に
ね
た
む
政
敵
等
は
翁
を
中
傷
し
て
、
遂
に
政
治
的
な
致
命
傷
を
与
え
た
。

翁
は
無
実
の
罪
を
負
わ
れ
、
代
を
重
ね
る
身
と
な
っ
て
牢
屋
生
活
中
に
死
ぬ
こ
と
を
覚
悟
し
て
あ
き
ら
め
、
無
罪
釈
放
の
公
報
が
来
る
寸

前
に
獄
中
で
、
自
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
あ
痛
ま
し
い
こ
と
よ
。
し
か
し
正
義
は
永
遠
に
亡
び
す
、
永
久
に
長
延
翁
の
血
統
を
汲
む
子
孫

を
盛
ん
に
さ
せ
、
も
っ
て
長
延
翁
の
遺
っ
て
い
る
功
績
を
顕
彰
せ
し
め
た
。
天
理
の
不
思
議
、
運
命
の
綾
糸
、
平
凡
な
知
恵
で
推
量
す
る
外

に
あ
り
と
言
う
は
ず
で
あ
る
。

あ
あ
時
代
の
太
陽
と
た
た
え
仰
が
れ
る
長
延
翁
の
偉
業
と
高
潔
な
人
格
、
優
れ
た
見
識
、
世
を
救
い
民
を
救
う
大
き
な
事
業
は
山
林
治
水

土
木
工
事
に
光
輝
き
燦
然
と
し
て
い
る
。
長
延
翁
の
遺
徳
は
後
の
世
の
手
本
と
仰
ぎ
慕
い
大
切
に
す
る
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
山
陽
姓
一
門
の

碑
を
建
て
も
っ
て
そ
の
高
徳
を
た
た
え
る
。

三
、
宮
良
長
包
（
一
八
八
三
〜
一
九
三
九
年
）
の
顕
彰
碑
・
記
念
像
碑

１
　
宮
良
長
包
生
誕
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
の
顕
彰
碑
文

宮
良
長
包
生
誕
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
『
ふ
る
さ
と
の
歌
心
よ
、
永
遠
に
』（
一
九
八
三
年
）
の
中
の
「
宮
良
長
包
生
誕
百
周
年
記
念

事
業
記
録
編
」
の
項
に
音
楽
家
・
宮
良
長
包
顕
彰
碑
の
碑
文
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
か
っ
こ
内
は
筆
者
の
加
筆
）。
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碑
　
　
　
文

宮
良
長
包
は
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
三
月
現
在
の
石
垣
市
新
川
に

生
ま
れ
る
。
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
三
月
八
重
山
島
高
等
小
学
校
卒

業
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
三
月
沖
縄
県
師
範
学
校
卒
業
、
同
年
四
月

現
在
の
登
野
城
小
学
校
訓
導
に
任
命
さ
れ
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月

沖
縄
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
へ
転
任
、
そ
の
後
、
仲
西
・
小
禄
両
小
学
校
長

を
歴
任
し
て
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
沖
縄
県
師
範
学
校
音
楽
教
師
に

迎
え
ら
れ
る
。
以
来
十
七
年
間
音
楽
教
育
に
専
念
す
る
傍
、
作
曲
活
動
に
精

進
し
幾
多
の
名
曲
を
発
表
す
る
。
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
六
月
那
覇
市

で
病
死
、
享
年
五
十
六
歳
長
包
は
生
来
感
受
性
強
く
音
楽
的
天
分
に
恵
ま
れ
、

沖
縄
の
教
育
音
楽
の
基
礎
づ
く
り
と
発
展
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
、
多
く
の

優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
当
時
郷
土
文
化
に
対
す
る
蔑
視
と
差

別
的
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
い
ち
早
く
伝
統
的
郷
土
音
楽
の
優
秀
性
を
確
認

し
て
そ
の
真
髄
を
究
め
、
郷
土
の
情
緒
と
旋
律
を
貴
重
と
し
た
格
調
高
い
、

個
性
豊
か
な
宮
良
音
楽
を
生
み
だ
し
た
。
彼
の
創
作
し
た
幾
多
の
名
曲
は
広

く
大
衆
の
中
に
普
及
し
、
郷
土
へ
の
限
り
な
い
愛
着
を
人
び
と
の
魂
に
深
く

刻
み
込
ん
だ
。

温
か
い
愛
情
と
感
性
豊
か
な
教
育
者

宮良長包生誕百周年記念に建立された顕彰碑（石垣市新川　舟蔵公園内）
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沖
縄
の
教
育
音
楽
の
先
覚
的
指
導
者

沖
縄
の
心
を
発
掘
昇
華
し
た
愛
郷
の
芸
術
家

こ
こ
に
そ
の
輝
か
し
い
偉
業
を
讃
え
、
生
誕
百
周
年
を
記
念
し
て
顕
彰
碑
を

建
て
る
。

２
　
宮
良
長
包
生
誕
百
二
十
年
記
念
事
業
期
成
会
の
記
念
像
の
碑
文

宮
良
長
包
生
誕
百
二
十
年
記
念
事
業
期
成
会
『
ふ
る
さ
と
の
風
』（
二
〇
〇

四
年
）
の
中
に
音
楽
家
・
宮
良
長
包
の
記
念
像
に
あ
る
碑
文
が
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

碑
　
　
　
文

宮
良
長
包
は
一
八
八
三
年
字
新
川
で
生
ま
れ
、
一
九
〇
七
年
沖
縄
県
師
範

学
校
を
卒
業
し
た
。
現
登
野
城
小
学
校
に
着
任
し
、
音
楽
教
育
を
開
始
し
た
。

一
九
一
五
年
沖
縄
師
範
付
属
小
学
校
へ
転
任
、
の
ち
仲
西
・
小
禄
両
小
学
校

長
を
歴
任
し
て
一
九
二
一
年
沖
縄
師
範
に
迎
え
ら
れ
た
。
以
来
、
精
力
的
な

作
曲
活
動
を
展
開
、
当
時
国
家
主
義
偏
重
と
郷
土
文
化
蔑
視
の
さ
な
か
敢
然

と
沖
縄
音
楽
の
良
さ
を
主
張
、
か
た
わ
ら
「
楽
即
童
心
」
を
力
説
し
つ
つ
珠

玉
の
名
曲
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
表
し
た
。
一
九
三
九
年
五
十
六
歳
で
没
。
そ
の

宮良長包生誕百二十年記念に建立された記念碑と碑文（石垣市民会館中庭）
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